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• AMPは観測に相関がない時に有効であることが知られている → QBCのように，観測に相関がある場合でもAMPが使えるのかを検証する
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結果：AMPによりQBCを近似的に解くことは可能
Set true signal: 𝒙 ! ∈ ℝ"
Initialization: 𝑭($) = &𝑭$ ∼ 𝑃& &𝑭$ , 𝑌$ = sign 𝑭 $ 𝒙 !
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end
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観測⾏列𝑭 '($ , 観測𝒀 '($ のもとで，AMPにより


















Ø 𝑭 ' = [𝑭 '($ ; &𝑭']と表記する
























𝑌 = sign )𝑭𝒙 #
• 𝑌 ∈ {−1,+1}: 観測データ
• &𝑭 ∈ ℝ$×"：観測ベクトル
• 𝒙 ! ∈ ℝ"：真のパラメータ
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